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24.坂	 井 さ ゆ り,田 所 良 之,清 水 安 子,正 木 治 恵 療 養
病 棟 に お け る 高 齢 者 と 看 護 師 の 入 浴 援 助 場 面 の 構 造
ケ ア リ ン グ 実 践 に 影 響 す る 療 養 病 棟 文 化 ・環 境 の 考
察 千 葉 看 護 学 会 会 誌14巻1号P62-702008.06
25,瀬	 戸 奈 津 子,和 田 幹 子 わ が 国 の フ ジ トケ ア の 現 状
と 課 題 一 社 団 法 人 日 本 糖 尿 病 学 会 認 定 教 育 施 設
の 実 態 調 査 よ り 一 糖 尿 病,51(4):347-356,2008
26.福 録 恵 子,藤 田 淳 子 骨 粗 鬆 症 患 者 の 良 好 な 睡 眠 の
た め の 工 夫 お よ び 睡 眠 障 害 と 円 背 、 疼 痛 、 活 動 量
と の 関 連 日 本 整 形 外 科 看 護 研 究 会 誌(inpress)
27.山	 皿 鯉 え,三 妊 瑠0,瀬 』Lヒ 重,繁 信 和 恵,
牧 本 清 子,田 伏 薫isタ グ モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ム
を 用 い た 脳 血 管 性 認 知 症 に 伴 う薬 剤 性 せ ん 妄 治 療 過
程 の 評 価 老 年 精 神 医 学 雑 誌19{8},2008
28.山 邉え 彑,藤 差 ⊇ 甚,荻 野 敏Websiteに よ る 花
粉 症 情 報 提 供(第5報)一 花 粉 症 情 報 入 手 に 関 係 す

































4.	 瀬戸奈津 子,福 録恵子,清 水 安子,菅 原美 樹,瀬 川
久 江 看護部長 によ る救 急看護認定看護 師の評価1
一担 って いる中核 的な役割 について一 第10回 日本
救急看護学会雑誌10巻2号 ・2008年10月171頁
5.	 菅原 美樹,瀬 戸奈津子,福 録 恵子,清 水安 子,瀬 川
久 江 看護部長 によ る救 急看護認定看 護師の評価2
一施設全体の 実践 力の 向上 について一 第10回 日本
救急看護学会雑誌10巻2号2008年10月172頁
6.	 瀬 川久江,瀬 戸奈津子,清 水安子,福 録 恵子,菅 原
美樹 看護部長 によ る救 急看護認定看 護師の評価3
一さ らな る活 用への期待 について一 第10回 日本救
急看 護学会雑誌10巻2号2008年10月172頁
7.	 遠藤 淑美,心 光世津子,諏 訪 さゆ り 精神看護 学実
習へ のICFの 視点 導 入 に向 けた研 究(第2報)
第28回 日本看護科学学会学術集会講演集2008年
12月442頁
8.	 福録 恵子,藤 田淳子 運動器虚 弱高齢者のADLと 転
倒への不安 に関する実態調査 日本 看護研究学 会雑
誌31巻3号2008年7月326頁
9.	 福録 恵子,藤 田淳子 整形外科 ク リニ ック における
予防事業の取 り組み に向 けて 一運 動器虚弱高齢 者の
転倒 に関す る基礎 調 査 一 日本 看護 科学 学会 雑 誌
2008年11月335頁
10.	 心光世津子,遠 藤淑 美,諏 訪 さゆ り 精神看護 学実
習へのlCFの 視点導入に向けた研究(第1報)一 看護
過程 自己評価表 にみ る学生の苦 手項 目の傾 向 と教育
課題 一 第18回 日本精神保健看護 学会 学術 集会 プロ
太文字e教 員2重 線e博 士学生 工線三修土堂生 点線 ≡学部生
一64一
大 阪大学看 護学 雑誌Vol.15No.1(2009)
グラム抄録集2008年6月122-123頁
11.心	光世津子,遠 藤淑美,諏 訪さゆり 精神看護学実
習へのlCFの 視点導入に向けた研究(第3報)一 看






13.齟 岡友紀,谷 浦葉子,.三 木佐登美,小 林珠実,福 録




14,師 岡友紀,谷 浦葉子,三 木佐登美,小 林珠実,福 録




15.雌 壬,鈴 木純恵,安 江郁モ,南 海津由子,小





16.霆	谷利査,鈴 木純恵 日本 における多発性硬化症病
者の経験に関する質的研究 第13回 日本難病看護学
会学術集会プログラム ・抄録集2008年8月83頁




18.稲 葉壬紘,鈴 木純惠,飛 且 伊都王 糖尿病患者の食
事療法の 自己管理に関する介入研究の分析一行動分
析の視点より一 日本行動分析学会 第26回 年次大
会発表論文集2008年8月50頁
3.研	究報告
1.野	 田剛広,永 野浩昭,村 上昌裕,小 林省吾,丸 橋繁,




2.内	 海桃絵,山 田正己,清 水潤三,宮 本敦史,梅 下浩
司,小 林哲郎,門 田守人,牧 本清子 消化器外科手
術における手術部位感染の リスク因子の検討 環境
感染2007年22巻4号294-298頁
3.村	 上昌裕,永 野浩昭,野 田剛広,和 田浩志,小 林省
吾,丸 橋繁,宮 本敦史,武 田裕,堂 野恵三,梅 下浩




4.梅 下浩司,中 田精三 医療機器の立会いについて一国
立大学病院の立場か ら一 日本手術医学会誌2008
'年29巻1号7-10頁
5.牧	 本清子 平成17年 度～平成19年 度科学研究費補助
金(基 盤研究(B))研 究成果報告書:課 題番号
17406032「 日韓共同研究によるITを 用いた痴呆性高
齢者のケア質評価指標の開発」












9.沼	 田靖子,牧 野佐知子,坂 下玲子,荒 尾晴惠,川 崎
















座 第4期 生報告書 平成20年6月
2.瀬 戸奈津子,村 主正枝,相 曽好司郎,封 岡徹,吉 田
直子,舘 野綾 医療チームへの参画を目指した患者
力向上プログラム 東京大学医療政策人材養成講座





1.荻	 野 敏 鼻疾患に対する東洋医学的アプローチ
「司会のまとめ」 日鼻誌2008年47巻1号79頁
2.荻	 野 敏 学会報告 「第26回 日本耳鼻咽喉科免疫ア
レルギー学会」 日耳鼻2008年111号5号427頁
3.荻	 野 敏 花粉症とQOL日 本医師会雑誌2008年
136巻10号1961-1963頁
4.荻	 野 敏 アレルギー性鼻炎 ・花粉症 守口市医師
会会報2008年90号172-174頁
5.荻	 野 敏 スギ花粉症患者の症状およびQOLの 経年
比較 臨床免疫 ・アレルギー科2008年46巻4号
415-419頁
6.荻	 野 敏 アス ピリン喘息と慢性副鼻腔炎 ・鼻茸
NBENT2008年90号7-12頁
7.荻	 野 敏 小児花粉症の薬物治療とは?Q&Aで わ
かるアレルギー疾患2008年4巻5号467-569頁
&小	 林省吾,永 野浩昭,丸 橋繁,武 田裕,堂 野恵三,
梅下浩司,門 田守人 治療の進歩と問題点 治療後
再発予防に関する知見 外科治療2008年98巻2
号174-177頁
9.清	 水安子 糖尿病教育 ・看護の実践知の活用と伝承
看護 師 と糖尿病患者が共 同で活用で きるセル フ
ケア能力測定ツール 学術論文に集積された実践知
を統合 して 日本糖尿病教育 ・看護学会誌2008
年12巻1号72-76頁







12.嶋	森好子,数 間恵子,青 木美智子,柴 山大賀,瀬 戸




13.畑	中綾子,小 山朝子,瀬 戸奈津子,田 中陽香,長 井













1.宮 本敦史,永 野浩昭,堂 野恵三,丸 橋繁,武 田裕,
梅下浩司,門 田守人 肝切除術 跡見 裕編 ナー
スのための術前 ・術後マニュアル2008年188-190
頁 照林社
2.梅 下浩司,門 田守人 肝移植 門田守人,跡 見 裕,
炭山嘉伸編 消化器外科学 レビュー2008一 最新主要
文献と解説一2008年84-89頁 総合医学社 
3.	 牧本清子 ケアの根拠 看護の疑問に答える151の
エ ビデ ンス 道又元裕 監修200820・114日 本
看護協会出版会
4.	 瀬戸奈津子 ケアの根拠 看護の肇問に答える151
のエ ビデンス 道又元裕 監修2008年116.・118
日本看護協会出版会
5.	 山川みやえ ケアの根拠 看護の疑問に答える151
のエビデンス 道又元裕 監修2008124日 本看
護協会出版会
2. 専門著書F
1.	 荻野 敏 舌炎,歯 肉炎 今日の耳鼻咽喉科頭頸部
外科治療指針 〔第3版1森 山寛、他編2008年6月
335頁 東京 医学書院
2.	 瀬戸奈津子 日本糖尿病教育 ・看護学会編 糖尿病
に強い看護師育成支援テキス ト(編 集 ・執筆担当)
看護協会出版会2008.8
3.	 福井 トシ子監修 瀬戸奈津子 ・森小律恵編集 患者
理解と療養指導のポイン ト 心にとどく糖尿病看護
中央法規2008.9
4.	 瀬戸奈津子 新時代の糖尿病学4病 因 ・診断 ・治療
研究の進歩H.糖 尿病のフォローアップシステム
1.チ	ーム医療2.糖 尿病診療における糖尿病看護
認 定 看護 師 の役 割 日本 臨牀 増刊 号p484-489, 
2008.11
5.	 遠藤淑美 うっ,自 己効 力感,内 観療法,精 神科看
護 キーワー ド集,精 神 科デ ーターベース作成 検討会
編200810-1164-6584-85頁精神科 看護出版
6.	 内田雅子(2008)ヴ ァージニ ア ・ヘンダーソン 黒
田裕子監修 ケースを通 してや さ しく学ぶ看護 理論
改訂3版(pp,97-134)日総研 出版
3.教	科書
1.内 田雅子(2008)第9章"栄 養"に 健康問題をも




つ人のアセスメン トと看護 第3節 代謝 糖代謝障 〒.r患者満足度』の観点から 第42回 東北アレルギ
害をもつ人の観察 ・アセスメントと看護 黒田裕子 ー懇話会2008年4月,、山形市
編,成 人看護学(PP.-227-241)医 学書院 10.荻 野 敏 ランチ ョンセミナー 「アレルギー性鼻炎
2.内	 田雅子(2008)第9章'`～ 栄養"に 健康問題をも・患者のQOLに ついて一医療経済学的視点を含め」 第
つ人のアセスメン ト.と看護 第3節 代謝 脂質代謝 47回 日本鼻科学会総会2008年9月 名古屋
障害をもつ人の観察 ・アセスメントと看護 黒田裕 11.荻 野 敏 シンポジウムrア レルギー疾患克服のた
子編,成 人看護学(pp.241・244)医 学書院 めの新 しい治療戦略』「スギ花粉症と抗IgE抗 体療法」
3.内	 田雅子(2008)丁 第9章"栄 養"に 健康問題をも 第36回 薬物活性シンポジウム、第12回 日本ヒスタ
つ人のアセスメントど看護 第3節 代謝1尿 酸代謝 ミン学会2008年10月 徳島市
障害をもつ人の観察 ・アセスメン トと看護 黒田裕 12.梅 下浩司 講演 肝移植とQOL・ 第62回QOL研 究会
子編,'成 人看護学(pp.244-247)医 学書院 2008年4月,大 阪市
4内 田雅子(2008)第9章"栄 養"に 健康問題をも 13.梅 下浩司,南 正人,高 階雅紀,有 馬美緒子,加 藤
つ人のアセスメントと看護 第4節 水化 体液不均 貴充,野 口悟司,伏 見 了,中 田精三 当院におけ
衡を1もつ人の観察とアセスメン ト'黒 田裕子編,成 る リスクマネジメン トの取 り組み シンポジウム
人看護学(pp.248-"249)・ 医学書院	 「進化するマネージメントリスクのための新たなる
5.内	 田雅子(2008)第9章"栄 養"に 健康問題をも 発想」 第30回 日本手術医学会総会2008年9月,
つ人のアセスメン トと看護 第4節 水化 体液不均 東京
衡をもつ人に対する主な看護 黒田裕子編,成 人看 14.心 光世津子 講演"ア ルコール依存症になる"体
護学(pp.249-266)医 学書院 験談をいかに語るか一 「保健医療」しようとする私
と 「社会学」しようとする私の思考と志向 日本保

lll招聘講演 ・シンポジウム等 健医療社会学会第198回 定例研究会2008年10月,

1.国	際学会 な し 京都市
2.国	内学会
11荻	 野 敏 『アレルギー性鼻炎 ・花粉症 ・守口医師会 lV学 会一般演題 
学術講演会2008年1月,守 口市 1. 国 際 学 会 
2.荻 野 敏 花粉症患者はどんな治療を望んでいる 1. YaguraH,IwakiS,TonoikeM,NakagawaS,OginoS. 
か?石 川県耳鼻咽喉科医会学術講演会2008年1 Gender-relateddifferencesinattentionmodulationofthe 
月,金 沢市	 primaryauditoryprocessingduringemotionalspeech 
3.荻 野 敏 スギ花粉症の治療～初期療法とQOLに つ perception.The16thInternationalConferenceon 
いて～ 花粉症フォーラム20082008年1.月,東 京Biomagnetism2008inSapporo,August2008,Sapporo, 
都	 Japan 
4.荻 野 敏 花粉症患者はどのような治療を望んでい 2. ItoiA,OkayamaY,FukurokuK,YamadaY,KimuraM 
るか?東 医師会講演会2008年1月,大 阪市 CharacteristicsofPhysical-ActivitiesandNutritional 
5.荻 野 敏 花粉症の診断と治療一患者はどのような IntakeinElderly .VolunteersThWorldCongressonAging 
治療を期待するのか 一 兵庫県保険医協会 ・薬科部 andPhysicalActivity,July,2008,TsukubaCity 
会研究会2008年2月,神 戸市	 3. KimuraM,YoshinakaY,KomatsuM,FukurokuK, 
6.荻 野 敏 花粉症(ア レルギー性鼻炎)に ついて YamadaY,OkayamaYASupporterTrainingProgramfor 
第14回 「アレルギー週間」市民公開講座2008年2 CommunityDisabilityPreventionin'EnfeebledElderly 
月,大 阪市	 People7`hWorldCongressonAgingandPhysical 
7.荻 野 敏 花粉症の診断と治療一患者はどのような Activity,July,2008,TsukubaCity 
治療 を期待す るのか 宇和島 医師会学術講演会 4. OkayamaY,KimuraM,KomatsuM,MizutaC, 
2008年3月;宇 和島市	 FukurokuK,.YoshinakaY,YamadaYDisability 
8,荻 野 敏 花粉癨の診断と治療一患者はどのような PreventionforEnfeebledElderlyPeopleUsingDay 
治療を期待するのか 東住吉区医師会学術講演会 Service7`hWorldCongresson_AgingandPhysical 
2008年3月,大 阪市	 Activity,July,2008,TsukubaCity
9.荻 野 敏 アレルギー性鼻炎(花 粉症)の 最新治療 5.y洫 衄LM.,MakimotoK,GreinerC.,SuzukiM.,































2.国	 内 学 会 10. 
1.河	 合 麻 理,平 野 亨,有 光 潤 介}萩 原 圭 祐,桑 原 裕
祐,嶋 良 仁,楢 崎 雅 司,緒 方 篤,川 瀬 一 郎,
荻 野 敏,田 中 敏 郎 フ ラ ボ ノ イ ド(酵 素 処 理 イ ソ
ケ ル シ ト リ ン)の ス ギ 花 粉 症 に 対 す る 有 効 性 第58 11. 
回 日 本 ア レル ギ ー 学 会 秋 季 学 術 大 会2008年11月,
東 京 都
2.野	 田 剛 広,永 野 浩 昭,丸 橋 繁,武 田 裕,小 林 省 吾,
村 上 昌 裕,堂 野 恵 三,若 狭 研 一,梅 下 浩 司,門 田 守
人 肝 細 胞 癌 根 治 切 除 後10年 無 再 発 生 存 例 の 臨 床 病 12. 
理 学 的 因 子 の 検 討 第36回 近 畿 肝 臓 外 科 研 究 会
2008年2月,大 阪 市
3.丸 橋 繁,永 野 浩 昭,金 致 完,浅 岡 忠 史,濱 直 樹,小
林 省 吾,武 田裕,堂 野 恵 三,梅 下 浩 司,門 田 守 人 肝
細 胞 癌 に 対 す る 成 人 間 生 体 肝 移 植:再 発 予 測 の 取 り
組 み 第44回 日 本 肝 癌 研 究 会2008年5月,大 阪 市 13. 
4.秋	 田 裕 史,武 田 裕,中 森 正 二,橘 高 信 義,小 林 省 吾,
丸 橋 繁,永 野 浩 昭,北 川 透,堂 野 恵 三,梅 下 浩 司,
門 田 守 人 当 科 に お1け る 分 枝 型IPMNの 手 術 適 応 の 検
討 第20回 日本 肝 胆 膵 外 科 学 会 ・学 術 集 会2008
"14 
年5月,山 形 市 . 
5.武	 田 裕,中 森 正 二,宮 本 敦 史,秋 田 裕 史,橘 高 信 義,
小 林 省 吾,丸 橋 繁,李 千 萬,種 村 匡 弘,永 野 浩 昭,
北 川 透,堂 野 恵 三,梅 下 浩 司,門 田 守 人 通 常 型 膵
管 癌 の 治 療 戦 略 第20回 日 本 肝 胆 膵 外 科 学 会 ・学 術 15.
集 会2008年5月,山 形 市
6.堂	 野 恵 三,丸 橋 繁,小 林 省 吾,濱 直 樹,浅 岡 忠 史,
金 致 完,武 田 裕,永 野 浩 昭,梅 下 浩 司,門 田 守 人
生 体 部 分 肝 移 植 に お け る 胆 道 再 建 術 式 と 合 併 症 発 生 
頻度 第20回 日本肝胆膵外科学会 ・学術集会2008
年5月,山 形市
富丸慶人,武 田裕,小 林省吾,丸 橋繁,李 千萬,




永野浩昭,丸 橋繁,小 林省吾,武 田裕,種 村匡弘,
李千萬,北 川透,堂 野恵三,梅 下浩司,門 田守人
人工血管をもちいた下大静脈再建をともなう肝切除
術 第20回 日本肝胆膵外科学会 ・学術集会2008
年5月,山 形市
野田剛広,永 野浩昭,村 上昌裕,小 林省吾,丸 橋繁,
武田裕,'堂野恵三,梅 下浩司,中 村仁信,若 狭研一,
門田守人 根治切除後、門脈臍部に単独再発を来し
'た肝細胞癌の1切 除例 第20回 日本肝胆膵外科学
会 ・学術集会2008年5月,山 形市
丸橋繁,堂 野恵三,金 致完,浅 岡忠史,濱 直樹,小
林省吾,武 田裕,永 野浩昭,梅 下浩司,門 田守人 生
体部分肝移植における胆道再建の工夫 第20回 日本
肝胆膵外科学会 ・学術集会2008年5月,山 形市
村上昌裕,永 野浩昭,野 田剛広,小 林省吾,丸 橋繁,
李千萬,武 田裕,種 村匡弘,北 川透,堂 野恵三,
梅下浩司,中 村仁信,若 狭研一,門 田守人 術前診
断困難であった肝細胞腺腫の1切 除例 第20回 日本
肝胆膵外科学会 ・学術集会2008年5月,山 形市
秋田裕史,武 田裕,中 森正二,1橘高信義,小 林省吾,
丸橋繁,李 千萬,宮 本敦史,種 村匡弘,永 野浩昭,




武田裕,中 森正二,柏 崎正樹,宮 本敦史,秋 田裕史,
橘高信義,小 林省吾,丸 橋繁,李 千萬,種 村匡弘,
永野浩昭,北 川透,堂 野恵三,梅 下浩司,門 田守人
膵癌に対する治療方針 第108回 日本外科学会定期
学術集会2008年5月,長 崎市
堂野恵三,丸 橋繁,永 野浩昭,小 林省吾,梅 下浩司,
武 田裕,濱 直樹,浅 岡忠史,金 致完,門 田守人
病的肝からの肝提供に対する当科の方針 第108回
日本外科学会定期学術集会2008年5月,長 崎市
秋田裕史,丸 橋繁,山 内栄五郎,小 林省吾,武 田裕,
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16.橘	高信義,武 田裕,秋 田裕史,小 林省吾,丸 橋繁,




17.武 田裕,堂 野恵三,小 林省吾,丸 橋繁,李 千萬,種
村匡弘,永 野浩昭,北 川透,梅 下浩司,門 田守人 膵
頭十二指腸切除術の再建法、吻合法 第63回 日本消
化器外科学会定期学術総会2008年7月,札 幌市
18.富	丸慶人,永 野浩昭,武 田裕,丸 橋繁,小 林省吾,
村上昌裕,野 田剛広,種 村匡弘,北 川透,堂 野恵三,
梅下浩司,門 田守人,土 岐祐一郎,森 正樹 当科に
おける腹腔鏡補助下肝切除術 第2回 肝臓内視鏡外
科研究会2008年9月,横 浜市
19.武	田裕,中 森正二,宮 本敦史,秋 田裕史,橘 高信義,
小林省吾,丸 橋繁,種 村匡弘,永 野浩昭,北 川透,






21.鈴 木純恵,小 林まゆり,森 谷利香,小 林幸子,丸 山
みつ,小 林珠実,川 井秋彦 臨床看護師が着用 して
いるナースウェアの現状とニーズ 第39回 日本看護
学会 看護管理2008年10月,熊 本市
22.鈴	木純恵,中 野なつき,小 林幸子,丸 山みつ,上 杉
裕子,小 林珠実,奥 宮暁子,北 神洋子,川 井秋彦 看
護業務に適 したユニフォームを着用 したメリットー





















28.	 瀬戸奈津子,清 水安子 糖尿病外来における看護援
助に関する研究:デ ィスカッションの中で見出され
た援助の手がか りについて 第28回 日本看護科学学
会学術集会2008.12>福 岡




30.	 福録恵子,藤 田淳子 運動器虚弱高齢者のADLと 転
倒への不安に関する実態調査 第34回 日本看護研究
学会学術集会2008年7月,神 戸市
31.	 福録恵子,藤 田淳子 整形外科クリニ ックにおける
予防事業の取 り組みに向けて一運動器虚弱高齢者の
転倒 に関する基礎調査一 第28回 日本看護科学学会
学術集会2008年12月,福 岡市
32.	 萱野路子,小 林珠実 がん性疼痛に関する看護学生
の認識に対する実態調査 第28回 日本看護科学学会
学術集会2008年12月,福 岡市
33.	 心光世津子,遠 藤淑美,諏 訪さゆり 精神看護学実
習へのlCFの 視点導入に向けた研究(第1報)一 看護
過程自己評価表にみる学生の苦手項 目の傾向と教育
課題一 第18回 日本精神保健看護学会総会 ・学術集
会2008年6月,東 京




35.	 心光世津子,遠 藤淑美,諏 訪さゆ り 精神看護学実
習へのICFの 視点導入に向けた研究(第3報)一 看
護過程 自己評価表の評価項 目の再検討 第28回 日本
看護科学学会学術集会2006年12月 福岡国際会
議場,福 岡市
36.	 齟 瓰友紀,谷 浦葉子,三 木佐登美,小 林珠実,福 録




37.	齟 瓰友紀,谷 浦葉子,三 木佐登美,小 林珠実,福 録
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38.雌	 え,繁 信和恵,牧 本清子,朱 燦群,芦 田




39.山 ⊥囲 廴,阪 丑圭豆,虫 」璽E,牧 本清 子
認知症患者の時間帯別歩行指標の関連因子の研究
第28回 日本 看 護 科 学 学 会 学 術 集 会 囗 演
2008.12.13,福 岡








42.y::挑	絵,牧 本清子,芦 田信之.高 齢者施設におけ
るアウ トブレイクの発生状況とその影響～文献検討






44.y::絵,西	 田真由子,福 旦里砂,牧 本清子 尿道
留置カテーテルのケアと継続教育のニーズに関する
全国質問紙調査 第1報:感 染管理体制とケアの実
態 第34回 日本 看 護 研 究 学 会 学 術 集 会
2008.8.20-21,神 戸
45.西	田真由子,福 旦里砂,内 海挑絵,牧 本清子 尿道
留置カテーテルのケアと継続教育のニーズに関する
全国質問紙調査 第2報:病 院の属性による層別集
計 第34回 日 本 看 護 研 究 学 会 学 術 集 会
2008.8.20-21,神 戸
46.飛	田伊都壬,鈴 木純恵,小 林珠実,清 水安子,梅 下
浩司 運動の習慣化を目指 した介入プログラムの開
発:外 来透析患者における効果の検証 第28回 日本
看護科学学会学術集会2008年12月,福 岡市
47.飛	毋 伊都壬,鈴 木純恵,安 江郁子,南 海津由子,小

















51.	 My紐 壬,藤 甚 ⊇挫,疂 山D,溝 手千織,
荻野 敏SF-8を 用いた大学生のQOL:ア レルギー
疾患合併 ・生活習慣の影響 第26回 日本耳鼻咽喉科
免疫アレルギー学会2008年2月,大 阪市
52.	 山邉え1,荻 野 敏,藤A,有 本啓恵,入 船
盛弘,岩 田伸子,大 川内一郎,菊 守 寛,瀬 尾 律,
竹田真理子,玉 城晶子,馬 場謙治,野 瀬道宏 花粉
症患者のQOLに 及ぼす眼症状の影響一JRQLQ及 び
SF-8を 用いて 第26回 日本耳鼻咽喉科免疫アレル
ギー学会2008年2月,大 阪市
53.	 髄 紀壬,伊 藤真貴,荻 野 敏,井 上壽茂,大 橋淑
宏,片 岡葉子,川 戸明子,菊 守 寛,末 廣 豊,福
本敏子,牧 一郎,亀 田 誠 大阪府におけるアレ
ルギー疾患を有する児童生徒の実態調査 第20回 日
本アレルギー春季臨床大会F2008年6月,東 京都
54.	 伊藤真貴,荻 野 敏,山 邉え彑,:.:A,有 本
啓恵,入 船盛弘,岩 田伸子,大 川内一郎,菊 守 寛,




55.	 V+,,伊 藤真貴,荻 野 敏,井 上壽茂,大 橋淑
宏,片 岡葉子,川 戸明子,菊 守 寛,末 廣 豊,福
本敏子,牧 一郎,亀 田 誠 大阪府におけるア レ
ルギー疾患を有する児童生徒の実態調査 第178回
大阪小児科学会2008年6月,大 阪市1
56.	 瀏 皿土重,繁 信和恵,山 坦みやえ,牧 本清子,三 妊
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58.笠	内紀 壬,伊 藤真貴,荻 野 敏,井 上壽茂,大 橋淑
宏,亀 田 誠,川 戸明子,菊 守 寛,末 廣 豊,福




59.俚	藤真貴,V,荻 野 敏 スギ花粉症患者の
労働生産性 に対す る症状、QOLの 影響 一JRQLQ、
WPAI-ASを 用いて 第47回 日本鼻科学会総会2008
年9月,名 古屋








62.鹽	」 由優,伊藤真置,M,加 藤王」晶,荻野 敏,
井上壽茂,大 橋淑宏,片 岡葉子,川戸明子,菊 守 寛,




63.加	藤壬贔,位 内紀壬,伊藤真貴,ea;:優,荻 野 敏,
井上壽茂,大橋淑宏,片 岡葉子,川 戸明子,菊 守 寛,
末廣 豊,福 本敏子,牧 一郎,亀 田 誠 大阪府
におけるアレルギー疾患を有する児童生徒の実態調
査一アレルギー性鼻炎 ・結膜炎 第58回 日本ア レル
ギー学会秋季学術大会2008年11月,東 京都
64.盤,便	 藤真貴,加藤壬晶,:a由 優,荻 野 敏,
井上壽茂,大 橋淑宏,片 岡葉子,川 戸明子,菊 守 寛,
末廣 豊,福 本敏子,牧 一郎,亀 田 誠 大阪府
におけるアレルギー疾患を有する児童生徒の実態調
査一ア トピー性皮膚炎 第58回 日本アレルギー学会
秋季学術大会2008年11月,東 京都
65.f搬	 貴,血 雖,加 藤壬晶,南_由 優,荻 野 敏,
井上壽茂,大 橋淑宏,片 岡葉子,川戸明子,菊 守 寛,





優,荻 野 敏,山 邉えり,藤 井つかさ,有 本啓恵,
入船盛弘,大 川内一郎,菊 守 寛,瀬 尾 律,竹 田
真理子,玉 城晶子,馬 場謙治,野 瀬道宏 花粉飛散 
量からみたスギ花粉症患者の症状およびQOL:2006
年～2008年 の比較 第58回 日本ナレルギー学会秋
季学術大会2008年11月,東 京都
67.	 運藤真貴,竺 内紀 壬,加藤王晶,血_由 優,荻 野 敏,
山邉えり,藤 井つかさ,有 本啓恵,入 船盛弘,岩 田
伸子,大 川内一郎,菊 守 寛,瀬 尾 律,竹 田真理
子,玉 城晶子,馬 場謙治,'野 瀬道宏 スギ花粉症患
者の労働生産性に対する症状QOLの 影響一JRQLQ、
WPAI-ASを 用いて 第58回 日本アレルギー学会秋
季学術大会2008年11月,東 京都
68.	稲葉壬紘,鈴 木純恵,飛 且D糖 尿病患者の食
事療法の自己管理に関する介入研究の分析一行動分








2.瀬	 戸奈津子 内部障害者 ・内部疾患者の暮らしにつ
いて考えるハー トプラスの会主催大阪懇談会 慢性
病と外来看護について2008年4月,大 阪 
3.	 瀬戸奈津子 第13回 北海道糖尿病看護研究会基調講
演r糖 尿病合併症管理料』設定までのプロセスと今
後の活動から2008年11月 、札幌
4.	 遠藤淑美 事例研究2008年3月,京 都
5.	 遠藤淑美 精神科における新人看護師の臨床実践能
力と教育2008年2月,京 都
6.	 遠藤淑美 人 閤関係論 一般精 神科 看護研修 会
2008年6月,大 阪
7.	 遠藤淑美 人間関係論 一般精 神科 看護研修 会
2008年8月,神 戸
8.	 遠藤 淑美 人間関係論 一般精 神科看護研修 会
2008年11月,京 都
9.	 遠藤 淑美 人間関係論 一般精神科看護研修会
2008年12月,東 京





12.	内田雅子 看護研究3一 クリティーク編 大阪府看
護協会会員教育2008年 度研修2008年12月




1,牧 本清子 介護50話 第1話 ～第2話 毎 日新聞
2008年3月 ～4月
z.瀬 戸奈津子 読売新聞 看護師の役割拡大(下)専
門性生かし 生活全般を指導 糖尿病、がん…増え
る 「看護外来」2008年7月30日
3.瀬	 戸奈津子 看護職のための専門情報誌 ベス トナ
ースp20-21「r糖 尿病合併症管理料』設定までの
プロセスと今後の活動」から2008.12




1.荻	 野 敏 第26回 日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学
会会長 ホテル阪神2008年2月21日 ～23日
2.セ	ミナー
1.畑	 中綾子,小 山朝子,瀬 戸奈津子,田 中陽香,長 井





1.牧	 本清子 第20回 関西感染予防ネットワーク例会
2008年1月,大 阪府




5.遠 藤淑美,心 光世津子 精神科看護事例検討会
4.講	習会
1.牧 本 清子 第21回 関西感染予防ネットワーク主催
5.そ	の他
1.梅	 下浩司 第289回 大阪大学臨床栄養研究会(CNC)
当番世話人
Wll受 賞
1.瀬	 戸奈津子 日本糖尿病教育 ・看護学会フロンティ
ア賞2008。9















1.清	 水安子(研 究代表者)糖 尿病セル フケア能力測
定ツールを活用した看護援助プログラムの開発 平
成19年 ～21年 度 文部科学省科学研究費(基 礎研究 
C)

2.瀬 戸奈津子(研 究代表者)糖 尿病看護における実践
能力育成プログラムの開発 平成20～22年 度 文部
科学省科学研究費 
3.	 瀬戸奈津子(研 究協力者)医 師と看護師の連携と
役割分担に関する研究 平成20年 度厚生労働科学研
究費補助金(厚 生労働科学特別研究事業)





5.	 酒井郁子,諏 訪さゆり,飯 田貴映子,岩 鶴早苗,
遠藤淑美,大 塚真理子,坂 井さゆり,根 本敬子,萩
野悦子,人 見裕江,渕 田英津子,松 澤有夏,丸 山優,
渡邉智子,渡 辺みどり 高齢者の生活 リズム障害に
関するケアプロトコールの開発 と臨床適用 日本老
年看護学会老人保健健康推進事業
6.	 福録恵子(研 究代表者),研 究分担者 清水安子,









助金 若手研究(B),2007年 ～2008年 度
9.	山11囲 平成20年 ～22年 度 若手研究(B)
lCタ グを用いた認知症患者のアセスメン ト能力向上
のためのスタッフの能力開発
太文字=教 員 1重 線三博土堂生 コヨ線三修士皇生 点線〒学部生
一72一
大 阪大学看護学雑誌Vol.15No,1(2009) 
3. 受託研究費	 6. 委員
1.	 牧本清子 メディコン社 1. 梅下浩司 脳死肝移植適応評価委員
2.	 心光世津子(研 究代表者)精 神看護学実習へのl z. 梅下浩司 日本移植学会登録委員
CF(国 際生活機能分類)の 視点導入に向けた実習 3. 梅下浩司 日本肝移植研究会登録委員
教材開発 平成20年 度笹川科学研究助成金(実践研 4. 梅下浩司 日本肝移植研究会プロジェクト委員
究部門)研 究協力者 遠藤淑美 5. '梅下浩司 日本肝移植研究会 ドナー安全対策委員
4. 奨学寄付金	 6. 梅下浩司 日本肝移植研究会 ドナー調査委員
1.	 牧本清子 ユニベール財団研究助成金 7. 清水安子 日本糖尿病教育・看護学会 研究推進委
5.大学改革推進等補助金 なし	 員会委員
8. 清水安子 日本糖尿病教育 ・看護学会 編集委員会
巡 学会 ・職能団体等の役員活動 委員
1.会	長 ・理事長 な し 9.大清水安子 阪府看護協会 認定看護管理者制度教
2.理	事 ・幹事 育課程運営委員会委員
1.梅 下浩司 日本移植学会幹事	 10.鈴 木純恵 日本看護系大学協議会FD分 科会委員
2.梅 下浩司 日本肝移植研究会幹事	 大阪府介護審査委員
3.牧 本清子 日本看護科学学会理事	 11.瀬 戸奈津子 日本糖尿病教育 ・看護学会 研究推進
4.瀬 戸奈津子 日本糖尿病教育 ・看護学会理事	 委員会委員
5.遠 藤淑美 日本生活指導学会	 12.瀬 戸奈津子 日本糖尿病教育 ・看護学会 表彰委員
3.評	議員 会委員
1.梅 下浩司 日本移植学会	 13.瀬 戸奈津子 第13回 日本糖尿病教育 ・看護学会孛術
2.梅 下浩司 日本消化器外科学会 集会 企画委員
3,梅 下浩司 日本肝胆膵外科学会 14.瀬 戸奈津子 第14回 日本糖尿病教育 ・看護学会学術
4.梅 下浩司 日本医療機器学会	 集会 企画委員
5.梅 下浩司 日本手術医学会	 15.瀬 戸奈津子 第3回 日本慢性看護学会学術集会 企
6.梅 下浩司 日本外科感染症学会 画委員
7,梅 下 告司 日本臓器保存生物医学会 16,遠 藤淑美 日本精神科看護技術協会教育認定委員
8.梅 下 告司 日本肝臓学会西部会 17.遠 藤淑美 精神科看護編集委員
9,梅 下 告司 近畿外科学会 18.木 下幸代,林 優子,伊 波早苗,内 田雅子,小 長谷百
10.牧 本清子 日本看護科学学会	 恵,東 めぐみ(日 本慢性看護学会研究交流推進委員
11.牧 本清子 日本看護研究学会	 会)研 究交流ワークショップ 「慢性看護ケアの方
12.牧 本清子 日本環境感染学会	 略に関する研究と課題」 一第2回 日本慢性看護学会
13.清 水安子 千葉看護学会	 学術集会(東 京都港区)2008年6月
14.瀬 戸奈津子 日本慢性看護学会	 19.山 川Dえ 日本看護科学学会 国際活動推進委員
15.遠 藤淑美 日本看護医療学会	 会
4.支	部長 なし 7.そ の他
5.委	員長 ・副委員長 1.遠 藤淑美 財団法人浅香山病院看護部非常勤講師
1.牧	 本清子 日本看護科学学会 国際活動推進委員会 2.内 田雅子 口演第2群 座長 第2回 日本慢性看護学
委員長 会学術集会(東 京都港区)2008年6月 ・
2.鈴 木純恵 日本看護大学協議会FD分 科会委員 3.麒:APRU(AssociationofPacificRim
3.瀬	 戸奈津子 日本糖尿病教育 ・看護学会 広報委員 Universities)第9回 博士課程学生会議 に参加 
会 委員長 (2008.7.13-18)




































4.藤	 原千恵 子,宮 野遊子,絹 巻 宏,日 野利 治,藤 井
位,山 入高志,寺 田春 郎,永 井利三郎 小児科医院
の診察 場面 における乳幼児の啼泣 と医療 者 ・母親の
乳幼 児に対する援 助の関係2008年11月 外来小
児科11巻3号252-258頁
5.藤	 井加那子,永 井利三郎 育児期 にある母親 の育児
満足感 に影響する因子 一子育 て不安 の認識の有無
による違 い一 小児保健研 究2008年1月67巻1
号10-17頁
6.藤	 丸李可,稲 田 浩,木 野 稔,里 裏健一,塩 見正
司,鈴 木美智 子,高 田慶応,田 川哲三,田 邉卓也,
永井利三郎r園 ・学校保健 における病 気を持 った子
供 と医師のかかわ りについて』ア ンケ ー ト調査 結果
大阪小児科 医会会報2008年7月146巻15-21頁
7.永	 井利 三 郎,粟 屋 豊,伊 予 田邦 昭,栗 原 まな,
松 石豊次郎West症 候群患者 における安全な予防接
種実施のための研究2008年8月 てんかん治療研
究振興財団研究年報19巻113-118頁
8.柳	 原恵 子,今 井克美,永 井 利三郎,柳 原 格 乳幼
児期発 症のてんかん性脳 症を呈す るグル コース輸送
担体1異 常症(Glut-1異 常症)に お ける診断及び臨
床 的研 究2008年8月 てんかん治療研究振興財 団
研 究年報19巻95-98頁
9.新 田紀枝,阿 曽洋子,韮 山宜 養,中 平三枝 子,沼 波
勢津子 がん化学療法 による遷延性嘔気 に対す る足
浴後マ ッサ ージの効 果 がん 看護2008年13巻1
号84-89頁




11.迴	」三聟査,北 尾美香,石 井京子,藤 原千恵子 小児
看護学実習が育児体験ス トレスに与える影響の主観
的 ・客観的判定 第38回 日本看護学会論文集 一小児
看護一,173-175,2008.
12.高	田一美,石 見和世,文 字智子,高 城美圭,高 城智





変化との関係一 第38回 日本看護学会論文集 一小児
看護一,26-28,2008.













17.呈..7::u,島	田三惠子,乾 ⊇血 新田紀枝 妊娠
末期から産後の母親の生活 リズムと乳児の睡眠覚醒
リズム との 関連 小 児保健 研究67(5}:746-753, 
zoos
18.皇	趨 匪王,島 田三惠子,乾2ぶ ム 鮫島道和,保
智 己,塹 皿治王,緒 方敏子,時 本秋江,保 条麻紀
Actigraphに よる妊娠末期から産後4か 月の母親の
睡 眠 覚 醒 リ ズ ム の 縦 断 研 究 周 産 期 医 学
67〔5}:1613-16172008年12月
19、	乾⊇ぶ 弖,島 田三恵子,呈 齷 己 緒方敏子,時 本




感情 ・母親役割獲得 ・夫婦関係 との関連 日本助産
学会誌22{2}:222-2322008年12月
太文字e教 員 乞重線三遵±堂生 工綿三修土堂生 点線三学部生
一74一
















































4.島 田 三 恵 子,神 谷 整 子,中 根 直 子,村 上 睦 子,戸 田
律 子,岡 本 喜 代 子,呈 瀬 廬 王,乾2ぶ 弖 妊 娠 出 産
の 継 続 ケ ア と 満 足 度 お よ び 臨 床 結 果 に 関 す る 全 国 調
査 第22回 日 本 助 産 学 会 学 術 集 会 集 録2008年3
月67頁
5.大	 矢 崇 志,松 石 豊 次 郎,永 井 利 三 郎,栗 原 ま な,山
本 克 哉,鈴 木 保 宏,伊 予 田 邦 昭,田 辺 卓 也,粟 屋 豊,
前 川 喜 平West症 候 群 に お け るACTH療 法 後 の 免 疫
マ ー カ ー の 推 移 日 本 小 児 科 学 会 雑 誌2008年2月
112巻2号218頁
6.青	 天 目 信,加 藤 良 美,平 井 聡 里,荒 井 洋,森 田 祥
子,北 井 政 宏,新 谷 研,富 永 康 仁,下 野 九 里 子,
沖 永 剛 志,酒 井 規 夫,永 井 利 三 郎,高 橋 幸 利,大 薗
恵 一 片 側 性 の 徐 派 でRasmussen症 候 群 を 疑 わ れ た
1例,大 阪 小 児 神 経 学 懇 話 会,2008年2月
7.藤	 丸 李 可,稲 田 浩,木 野 稔,里 村 憲 一,塩 見 正
司,鈴 木 美 智 子,高 田 慶 応,田 川 哲 三,田 辺 卓 也,
永 井 利 三 郎 学 校 医 ・園 医 の 現 状 と 問 題 点 に 関 す る
意 識 調 査:そ の1学 校 ・医 療 の 連 携 に つ い て 日本
小 児 科 学 会 雑 誌2008年2月112巻2号235頁
8.藤	 丸 李 可,稲 田 浩,木 野 稔,里 村 憲 一,塩 見 正
司,鈴 木 美 智 子,高 田 慶 応,田 川 哲 三,田 辺 卓 也, 
永井利三郎 学校医・園医の現状と問題点に関する
意識調査:そ の2園 ・医療の連携について 日本小
児科学会雑誌2008年2月112巻2号236頁
9.	 富永康仁,森 田祥子,北 井政宏,新 谷 研,下 野九




10.	 永井利三郎,久 林聟佳,田 川哲三,谷 池雅子,今 石
秀則,荒 井 洋,田 辺卓也,薮 田玲子,田 中順子,
西田 勝 発達障害児の小児救急受診状況調査 脳
と発達2008年5月40巻SuppleS327頁
11.	 服部英司,永 井利三郎,船 戸正久,田 川哲三,根 岸
宏邦 大阪府医師会による 「医療的ケア」の教育 リ
ソーズの作成 第50回 日本小児神経学会総会 脳
と発達2008年5月40巻SuppleS421頁
12.	 久林智佳,永 井利三郎 保育園児の小児救急受診状
況と母親の満足度に関連する要因の検討 日本小児
救急医学会雑誌2008年6月7巻f号137頁
13.	 永井利三郎,酒 井佐枝子,藤 原千恵子,荒 木田美香
子,阿 曽洋子,新 田紀枝,遠 藤淑美,伊 藤美樹子,
新家二輝,奥 野裕壬,・大塚敏子,鮭 のぶ,高 閭
D,杉 浦圭子 現代Gpr親 と子の心を支援でき
る人材育成教育の構築」の取 り組み2008年9月
第55回 日本小児保健学会講演集210頁





15.	 田辺卓也,田 川哲三,荒 井 洋,今 北優子,宇 野理
砂,田 中順子,谷 池雅子,永 井利三郎,薮 田玲子,




16.	 服部英司,松 岡 収,沖 永剛志,永 井利三郎,福 井
美保,岡 崎 伸,川 脇 寿,鳥 邊泰久,鈴 木保宏,
荒木 敦,田 辺卓也 小児てんかんに対するガバペ
ンチ ンの効果一多施設共同研究一2008年10月
てんかん研究26巻2号139頁
17.	下野九里子,森 田祥子,北 井征宏,富 永康仁,新 谷








18.青	天目信,,平 井聡里,荒 井 洋,小 久保香江,森 田
祥子,北 井征宏,新 谷 研,富 永康仁,下 野九里子,
沖永剛志,酒 井規夫,谷 池雅子,永 井利三郎,高 橋
幸利,大 薗恵一 ステロイ ドパルスとタクロリムス
内服療法 にて脳 波 と局所脳代謝の改善 を認めた
Rasmussen症 候群の1例2008年10月 てんかん研
究26巻2号176頁
























の発症 リスク 日本助産学会会誌2008/3,21(3), 
26.久	我1臣朋壬,大 橋一友 妊婦の歯周病と口腔ケアの
関連 日本助産学会会誌2008/3,21(3),110
27.塹	家二輝,永 井利三郎,酒 井佐枝子,荒 木田美香子,
藤原千恵子,新 田紀枝,伊 藤美樹子,遠 藤淑美,大




28.奥	野裕壬,永 井利三郎,酒 井佐枝子,荒 木田美香子,
藤原千惠子,新 田紀枝,伊 藤美樹子,遠 藤淑美,





29.撞	川立のぶ,永 井利三郎,池 旦友美,杉 浦圭子,高
O,田 川哲三,根 岸宏邦,服 部英司,船 戸正
久 学校における 「医療的ケア」の実態と学校医の
認識 脳と発達2008年5月40巻SuaaleS422頁
30.竹	荘春香,阿 部順子,島 田三恵子,竜 岡久枝,乾2





























37.渣	水涼子,村 田絵美,山 本知加,岩 周有去,加 藤久








39.東_奈	美,新 田紀枝,池 美保,熊 谷由加里,西 尾
善子 思春期の口唇口蓋裂患者が生活上で経験 して




1.新	 田紀枝,児 浦博子,松 邨敦代,尾 崎秀子,武 村厚
子,橋 本央子 利用者による在宅ケアサービスの評
価とサービス利用に影響を及ぼす要因 第18回 研
究助成 ・事業助成報告書 財団法人 フランスベッ
ド・メディカルホームケア研究 ・助成財団2008年
568-586頁




1.島	 田三恵子,鮫 島道和,保 智己,新 田紀枝,白 井




2.安 田孝子,島 田三恵子,大 見サキエ,巽 あさみ,矢
野 忠,笹 岡知子 つわ り症状のある妊婦へのつぼ
刺激の有効性 平成17～19度 科学研究費補助金(萌
芽研究)研 究成果報告書,2008年5月
3.永	井利三郎,阿 曽洋子,荒 木田美香子,藤 原千恵子,
伊藤美樹子,新 田紀枝,遠 藤淑美,酒 井佐枝子,
大塚敏壬,奥 野裕ヨ三,杉浦圭子,高D,塹 家




4.加	 藤久美,村 田絵美,山 本知加,毛 利育子,谷 池雅
子,永 井利三郎 堺市の発達障害児支援の実情に関
するアンケー ト調査2007年 度報告書2008年3月
5.酒	 井佐枝子,牧 田 潔,加 藤 寛 養育行動の変化
に必要な視点 心的 トラウマ研究2008年4巻
61-68頁



























4.	 永井利三郎 からだと心相談室 「孫がr腎 性糖尿』
と診断された」毎 日新聞2008年1月26日










粟屋 豊,伊 予田邦昭,栗 屋まな,永 井利三郎2007
年12月 診断と治療社
2.2009年	出題基準別助産師国家試験問題 医学監修
大橋一友 編集 竹内美恵子 メディカ出版 
3.	 2009年 出題基準別助産師国家試験予想問題集 医学
監修 大橋一友 編集 竹内美恵子 著田中恵子他
メディカ出版




1.	 島田三恵子 新生児期に用いられる基本技術 第3
版助産学体系第7巻 助産診断 ・技術学2008;205-235
日本看護協会出版会
2.	 島田三恵子 新生児の助産診断とケア 青木康子,
加藤尚美,平 沢美恵子編 第3版助産学体系第9巻
助産診断 ・技術学lll2008;1-42日 本看護協会出版会







1.永 井利三郎 和歌山てんかん研究会 「てんかんを




2.	 酒井佐枝子 シンポジウム スクールカウンセラー
として被虐待児をどのよ うに支援できるか 日本 ト
ラウマティックス トレス学会第7回 大会2008年4
月,福 岡
3.	 藤井千太,後 藤豊実,内 海千種,酒 井佐枝子,加 藤
寛 兵庫県こころのケアセンターでPE療 法を実施し
た10症 例 日本 トラウマティックス トレス学会第7
回大会2008年4月,福 岡
4.	 サテライ トシンポジウム 現役ユース ・ヤングアダ
ル ト・"大人"と 共に考える ユースによる活動の意
義と課題一活動の現場からの提言一 稲垣朝子 面
谷さとみ 細鑞 井上恵梨子 上木卓磨 平野
智之 日本エイズ学会2008年11月 大阪
lV学	 会 一 般 演 題







































































z. 国 内 学 会
1.	 島 田 三 恵 子,神 谷 整 子,中 根 直 子,村 上 睦 子,戸 田

律 子,岡 本 喜 代 子,.;:u,つ ぶ 、 妊 娠 出 産

の 継 続 ケ ア と 満 足 度 お よ び 臨 床 結 果 に 関 す る 全 国 調

査 第22回 日本 助 産 学 会2008年3月,神 戸 市
z. 藤 丸 李 可,稲 由 浩,木 野 稔,里 村 憲 一,塩 見 正
司,鈴 木 美 智 子,高 田 慶 応,田 川 哲 三,田 辺 卓 也,
永 井 利 三 郎 学 校 医 ・園 医 の 現 状 と 問 題 点 に 関 す る
意 識 調 査:そ の1学 校 ・医 療 の 連 携 に つ い て 第
111回 日本 小 児 科 学 会 学 術 集 会2008年4月25日,
東 京
3.	 藤丸李可,稲 田 浩,木 野 稔,里 村憲一,塩 見正
司,鈴 木美智子,高 田慶応,田 川哲三,田 辺卓也,
永井利三郎 学校医・園医の現状と問題点に関する
意識調査:そ の2園 ・医療の連携について 第111
回日本小児科学会学術集会2008年4月25日,東
京
4.	 富永康仁,森 田祥子,北 井政宏,新 谷 研,下 野九




5.	 永井利三郎,久L='佳,田 川哲三,谷 池雅子,今 石
秀則,荒 井 洋,田 辺卓也,薮 田玲子,田 中順子,
西田 勝 発達障害児の小児救急受診状況調査 第
50回 日本小児神経学会総会2008年5月29日,東
京
6.	 服部英司,永 井利三郎,船 戸正久,田 川哲三,根 岸
宏邦 大阪府医師会による 「医療的ケア」の教育 リ
ソーズの作成 第50回 日本小児神経学会総会
2008年5月29日,東 京
7.	 大矢崇志,松 石豊次郎,永 井利三郎,栗 原まな,山




8.	 青天目信,加 藤良美,平 井聡里,荒 井 洋,森 田祥
子,北 井政宏,新 谷 研,富 永康仁,下 野九里子,
沖永剛志,酒 井規夫,永 井利三郎,高 橋幸利,大 薗






9.沖	 永剛志,北 井征宏,新 谷 研,富 永康仁,下 野九




10.永	井利三郎,酒 井佐枝子,藤 原千恵子,荒 木田美香
子,阿 曽洋子,新 田紀枝,遠 藤淑美,伊 藤美樹子,
新家二輝,奥 野裕壬,大 塚敏子,1ぶ,高 」間
D,杉 浦圭子 現代Gpr親 と子の心を支援でき
る人材育成教育の構築」の取り組み 第55回 日本小
児保健学会2008年9月27日,札 幌





12.田	辺卓也,田 川哲三,荒 井 洋,今 北優子,宇 野理
砂,田 中順子,谷 池雅子,永 井利三郎,薮 田玲子,








14.服	部英司,松 岡 収,沖 永剛志,永 井利三郎,福 井
美保,岡 崎 伸,川 脇 寿,鳥 邊泰久,鈴 木保宏,
荒木 敦,田 辺卓也 小児てんかんに対するガバペ
ンチ ンの効果一多施設共同研究一2008年10月
てんかん研究26巻2号139頁
15.下	野九里子,森 田祥子,北 井征宏,富 永康仁,新 谷




16.青	天 目信,平 井聡里,荒 井 洋,小 久保香江,森 田
祥子,北 井征宏,新 谷 研,富 永康仁,下 野九里子,
沖永剛志,酒 井規夫,谷 池雅子,永 井利三郎,高 橋








18.	 大橋一友,矢 野惠呈 生殖補助医療実施登録医療機
関ウェブサイ トの掲載内容分析 日本生殖医学会
2008年10月,神 戸.




zo.	 冨永信子,福 森優司,道 畑絵美子,新 田紀枝,阿 曽
洋子 特定機能病院における在宅支援 ・転院調整の





22.	 安藤衄,大 橋一友 妊娠後期における腰骨盤痛
の発症 リスク 日本助産学会2008年3月,神 戸
23.	 久我6=,大 橋一友 妊婦の歯周病と口腔ケアの
関連 日本助産学会2008年3月,神 戸
24.	 酒O,川 村千恵子,カ ルデナス暁東,大 橋一
友 女子大学生の月経随伴症状と喫煙行動との関連
日本母性看護学会2008年6月,大 阪
25.	 酒D,大 橋一友 女子大学生の月経随伴症状
と喫煙行動との関連検討 日本禁煙学会2008年8
月,広 島
26.	 矢野惠壬,大 橋一友 生殖補助医療実施登録医療機
関ウェブサイ トの掲載内容分析 日本生殖医学会
2008年10月,神 戸
27.	 皿 一`,大 橋一友 二次医療機関の国公立病院
で働く若手助産師 ・看護師の職務満足度の比較 日
本母性衛生学会2008年11月,浦 安
28.	 駈家二輝,永 井利三郎,酒 井佐枝子,荒 木田美香子,
藤原千恵子,新 田紀枝,伊 藤美樹子,遠 藤淑美,




29.	奥野裕壬,永 井利三郎,酒 井佐枝子,荒 木田美香子,
藤原千恵子,新 田紀枝,伊 藤美樹子,遠 藤淑美,
灘,大 塚敏子,杉 浦圭子,1ぶ 「親
と子の心を支援できる人材育成教育」第2報:parent
trainingの 学習効果について 第67回 日本公衆衛
生学会2008年10月7日,福 岡
太文字=教 員 1/・L± 堂 生 工線三修土学生 点線三棠部生
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30.新	塞二 輝,有 友麻 里子,岡 部亜美,西 ⊥矇 紀一子,
藤原千恵子 小児の入院と母親の付 き添 いがきょ
うだいに及ぼす影響一き ょうだいの前向きな変化
や成長 について一 日本小児看護学会第18回 学術
集会2008年7月,名 古屋
31,仁	屋かお⊥,文 字智子,藤 原千恵子 ダウン症であ
る子どもの 自立に関する家族の望みの構造 日本
家族看護学会第15回 学術集会2008年9月,藤 沢
32.文	字智子,仁 屋かお1r藤 原千惠子 ダウン症であ
る子 ど もの 自立 に関する家族のかかわ りの構造
日本家族看護学会第15回 学術集会2008年9月,藤
沢




34.文	字智子,仁 」呈かお⊥,藤 原千惠子 ダウン症の子
どもをもつ家族の自立に対する認識2一 自立に向け
た家族 のかかわ り一 第55回 日本小児保健学会
2008年9月,札 幌
35.撞	川上 のぶ,永 井利三郎,池 旦友戔 杉浦圭子,高











38.藤	田優 二,藤 原千恵子 小児看護を実践する看護師
の属性および個人特性と離職願望との関連一病棟
形態 による分析 と比較一 第34回 日本看護研究学
会学術集会2008年8月,神 戸
39.藤	皿優:二,藤原千恵子 夜勤形態による小児看護を
実践する看護師の職務ス トレス認知の違 い 一病
棟形態 ごとの比較 一 第39回 日本看護学会看護管
理2008年10月,熊 本





41.阿	部順子,竹 井春香,島 田三恵子,竜 岡久枝,乾 ⊇




母の機能 と育児における役割期待 第55回 日本小
児保健学会2008年9月,札 幌









45.	 澄水涼子,村 田絵美,山 本知加,岩 田右未.,加 藤久




46.	 檀垣可那,新 田紀枝,池 美保,熊 谷由加里,西 尾
善子 入院療養中の高齢患者に対する朝の足浴が日
中の覚醒に与える影響 第39回 日本看護学会(成 人
看護II)2008年9月,名 古屋市
47.	 瓢宅麻未,新 田紀枝,池 美保,熊 谷由加里,西 尾
善子 子どもの入院に付き添う母親のス トレス軽減
に関する研究一セルフケアによる足浴の有効性の検
討 第39回 日本看護学会(小 児看護)2008年9月,
新潟市




49.	 東_奈 美,新 田紀枝,池 美保,熊 谷由加里,西 尾
善子 思春期の口唇口蓋裂患者が生活上で経験して
いることとその対処 第39回 日本看護学会(小 児看
護)2008年9月,新 潟市
50.	峠真梨亜,新 田紀枝,池 美保,熊 谷由加里,西 尾
善子 外表奇形を持つ児の母親の葛藤と医療者によ
る支援～口唇口蓋裂患児を出産 した母親のインタビ
ューから～ 第39回 日本看護学会(小 児看護)2008
年9月,新 潟市













2,永 井利三郎 大阪障害児の教育研究会 平成19年 大
阪障害児の教育研究会 特別支援教育と発達障害
2008年1月
3.永	 井利三郎 伊丹市医師会学術講演 予防接種の副
反応の現状と今後の課題 伊丹市医師会2008年1
月











7.永 井利三郎Goyan(高 陽市)小 学校プロジェク ト
第1回 国際シンポジウムSchoolHea【thProjectin
JapanGoyan(高 陽市)小 学校プロジェク ト2008
年5月
8.永	 井利三郎 堺市保育課研修会 障害児保育の現状
と課題 堺市保育課2008年5月
9.永 井利三郎 豊中市障害児保育講座 発達障害への
ゐ 理解 豊中市2008年6月27日




11.永	井利三郎 第47回 大阪小児保健研究会:座 長 地
域における発達障害の支援2008年5月10日




13.永 井利三郎 保育士・幼稚園教諭・保健師勉強会 「発
達障害の気づきと対応」についてともに学び,考 え
よう 発達障害児の理解 と対応 堺市 ・大阪大学子
どものこころ分子統御機構研究センター2008年8
月




15.永 井利三郎 第37回 大阪大学阪神地区小児科勉強会 
(OHP〕 発達障がいの考え方と診かた 大阪大学阪
神地区小児科2008年9月
16.	 永井利三郎 平成20年 度療育相談指導事業 ダウン
症児に対する療育相談講演指導 伊丹保健所2008
年10月
17.	 永井利三郎 豊中市民生委員 ・児童委員研修会 軽
度発達障害の理解 と対応 豊中市民生 ・児童委員協
議会連合会2008年12月
18.	 永井利三郎 豊中支援学校教育講演会 染色体異常
に関すること 豊中支援学校2008年12月
19.	 永井利三郎 箕面養護学校研修会 睡眠と障害 箕
面養護学校2008年12月
zo. 永井利三郎 大阪大学医学部保健学会現代GP発 達
障害シンポジウム 地域連携の中での発達障害支援
(日本,韓 国,米 国)大 阪大学医学部保健学科現代
GPワ ーキング2008年8月,座 長





















2.永 井利三郎 第177回 大阪小児科学会 大阪市立大
学医学部附属病院5階 講堂2008年4月5日
3.永 井利三郎 第178回 大阪小児科学会 大阪市立 大
学 医学部附属病院5階 講堂2008年6月28日
2.セ	ミナー
1.永	 井利三郎 大阪 自閉症研究会講演会 「思春 期～
青年期の 自閉症児への支援Adolescenceand
Autism」 中之島セ ンター2008年1月29日
2.永 井利三郎 医学部保健学科現代GP講 演会 「高機能
自閉症/ア スペルガー障害の生 徒のス トレスに対す







3.永 井利三郎 大阪小児科医会公開講演会 「子どもの
保育と健康～こどもの薬と予防接種の基礎知識」
薬業年金会館2008年2月2日
4.永	 井利三郎 子 どもの心の分子統御機構研究センタ
ー平成19年 度連続セミナー 「これからの発達障害支




5.永	 井利三郎 大阪府医師会講演会 「一般診療の現
場 に役立つ発達障害児の診療の基本」 大阪府立女
性総合センター2008年2月28日
6.永	 井利三郎 自閉症診療セミナー(大 阪府発達障害
医師養成研修事業)一 広汎性発達障害を理解 ・支援す
るために一 中之島センター2008年3月27日
7.永	 井利三郎 自閉症診療セミナー(大 阪府発達障害
医師養成研修事業)中 之島センター2008年7月
3.研	究会
1.永	 井利三郎 第37回 大阪てんかん研究会 リーガロ
イヤルホテル2008年1月19日
2.永	 井利三郎 第71回 大阪小児神経学懇話会 大阪第
一生命ビル2008年2月14日
3.永	 井利三郎 第15回 阪神小児神経筋疾患研究会
大日本住友製薬(株)本 社 ビル2008年2月16日
4.永	 井利三郎 第53回 大阪小児てんかん研究 会
大阪第一生命ビル2008年3月8日
5.永	 井利三郎 第47回 大阪小児保健研究会 クレオ大
阪中央ホール2008年5月10日
6.永	 井利三郎 第16回 阪神小児神経筋疾患研究会 大
日本住友製薬株式会社本社 ビル7F2008年7月
7.永	 井利三郎 第38回 大阪てんかん研究会幹事会 リ
ッツカール トン大阪2008年10月
8.永	 井利三郎 第72回 大阪小児神経学懇話会 ホテル
グランヴィア大阪2008年10月
9.大 橋一友 第62回QOL研 究会2008年4月 大阪
4.講	習会
1.永	 井利三郎 大阪府医師会 「小児の在宅医療研修会」
大阪府医師協同組合 ビル2008年2月27日
5.そ	の他




1.日	 本看護研究学会平成19年 度奨励賞 石井京子,
藤原千恵子,河 上智香,盥,新 家=圭 里,町 浦





















1.平 成20～24年 度科学研究費補助金(基 盤研究(BD
課題番号20390562「 妊娠中から産褥期の母親の生
活リズム等が妊娠産褥経過に及ぼす影響」研究代表
者 島田三惠子 分担研究者 関 博之,鮫 島道和,
竜岡久枝,木 内佳織 





3.	 平成20年 度 日本助産学会研究助成金、「妊娠中のマ
イナー トラブルと睡眠に関する研究」 分担研究者
島田三恵子(研 究代表者 塹川差辷E)
4.	 藤原千恵子(代 表}新 田紀枝,河 上智香(分 担】 石




5.	 星 和美(代 表)藤 原千恵子,石 井京子,細 田泰子
太文字=教 員 2:重線三博土堂生]盤 三修±巣生 点線三学部生
一82一
大阪大学看護学雑誌Vol.15No.1(2009)
(分担)中 堅期 ・新人期の看護師における看護コ 29日就任
ンピテンス連鎖モデルの構築、平成20年 科学研究費 z. 永井利三郎 日本てんかん学会 理事2005年11
補助金(基 盤研二究C) 月就任
6.平	 成20年 度科学研究費補助金(基 盤研究C)母 子健 3. 永井利三郎 北摂小児科医会 幹事2007年4月 就
康手帳と尿中コチニン検査を用いた妊婦能動 ・受動 任
喫煙対策に関する広域調査 大橋一友(代 表) 4. 大橋一友 日本不妊カウンセリング学会 理事
7.平	 成20年 度科学研究費補助金(萌 芽研究)中 高年男 5. 大橋一友 大阪母牲衛生学会 常任理事
性のパタニティブルーズとうつ病発症との関連に関 6. 田中恵子 大阪母性衛生学会 幹事
する研究 西村咀壬(代 表)大 橋一友 3. 評議員
8,河	 上智香 在宅長期医療ケアを要する子どもを持つ 1. 島田三恵子 日本助産学会
親の レジリエンス尺度の開発と必要なケアの探究 z. 島田三惠子 日本時間生物学会
平成20-21年 度 科学研究費補助金(若 手B) 3. 藤原千恵子 日本看護科学学会
9.酒	 井佐枝子 自閉症スペク トラム児 と養育者への対 4. 藤原千恵子 日本看護研究学会
人関係構築のための支援プログラムの有効性の検討 5. 藤原千惠子 日本小児看護学会
平成20年 度科学研究費補助金 若手(ス タ) 6. 藤原千惠子 日本看護学教育学会
3.受	託研究費 なし 7. 永井利三郎 日本小児科学会 代議員2007年4月
4.奨	学寄付金 就任
1.委	 任経理金 島田教授研究助成金 島 田三惠子. &日大橋一友 本生殖医学会
平成20年10月10日 9.日大橋一友 本生殖免疫学会
5.大	学改革推進等補助金 4.な支部長 し
1.永	 井利三郎 文部科学省 「大阪大学現代的ニーズ 5.委 員長 ・副委員長
取組支援プログラム:親 と子の心を支援できる人材 1.藤 原千恵子 平成20年 度 「市民協働による子育て人
育成教育の構築」2006年4月 より 材育成システム調査研究」堺市 ・地方自治研究機構
6.そ	の他 委員長
1.永	 井利三郎(財 予防接種 リサーチセンター 「重症 2.永 井利三郎 日本てんかん学会近畿地方会 運営委
心身障害児(者)、 てんかん患者のワクチン接種法と 員長2007年11月 就任
副反応に関する研究」2007年 より 3.永 井利三郎 厚生労働省疾病・障害認定審査会 副
委員長2003年2月 就任
別 学会 ・職能団体等の役員活動 4永 井利三郎 大阪府発達障害支援体制整備検討委員
1.会	長 ・理事長 会 委員長2005年4月1日 就任
1.永	 井利三郎 大阪てんかん研究会 会長2003年4 5.新 田紀枝 平成20年 度大阪府看護協会学会委員 副
月就任 委員長
2.永	 井利三郎 大阪小児神経学懇話会 会長2003年 6.委 員
4月 就任 1,島 田三恵子 大学評佃学位授与機構学位審査会専門
3.永	 井利三郎 阪神小児神経筋疾患研究会 会長 委員 
2003年4月 就任 2. 島田三恵子 日本看護科学学会 専任査読委員
4.永	 井利三郎 大阪小児てんかん研究会 会長2003 3. 島田三恵子 日本助産学会 査読委員
年4月 就任 4. 永井利三郎 日本小児神経学会長期計画委員会
5.永	 井利三郎 大阪自閉症研究会 会長2008年3月 2004年4月 就任
1日 就任 5. 永井利三郎 日本小児神経学会B&D編 集委員会
6.永	 井利三郎 関西病弱児教育セミナー 会長2005 2005年4月 就任
年2月 就任 6. 永井利三郎 日本てんかん学会英文機関紙rSeizure
7.永	 井利三郎 日本小児神経学会 理事長?2008年 &Epilepsy」 編集委員2006年10月 就任









員 乞重線三擅土堂生 玉線三修土学生 点線 ≡学部生
大 阪大学 看護学 雑誌Vol.15No.1(2009) 
討委員会2008年4月 就任
9.	 永井利三郎 大阪小児保健研究会2008年4月 就任
10:	 永井利三郎 大阪府医師会 発達障害児問題検討委
員会2007年4月 就任
11.	 大橋一友 豊中市男女共同参画推進委員会 委員
12.	 大橋一友 大学評価 ・学位授与機構専門委員
13.	 新田紀枝 平成21年 度 日本看護学会 学会準備委員
14.	新田紀枝 平成20年 度 「市民協働による子育て人材
育成システムの構築に関する調査研究」委員
7.そ	の他
1.永	 井利三郎 てんかん治療研究振興財団 研究助成
選考委員2008年4月1日 就任









































































































12.和 泉 京 子,阿 曽 洋 子,山 本 美 輪 「軽 度 要 介 護 認 定 」
高 齢 者 の 要 介 護 度 の 推 移 の 状 況 と そ の 要 因 老 年 社
会 科 学,29(4):471～484,2008








15.林	知里,早 川和生,前 田知穂,・西原0,屋 ∠D

血 紀 双生児 の 「こころ」の発達:TwinLanguageに

対する介入の意義 日本公衆衛 生雑 誌55巻10号
701-715頁,2008




16.三 上 洋,森 雅樹,片 山裕子,西 山 円 カベル
ゴリン錠1.Omgrア メル」の生物学的同等性試験
新薬と臨牀2008年57巻7号1198-1211頁
17.文	鐘聲,三 上 洋 地域在住日本人高齢者と在日コ
リア ン高齢者の転倒関連因子 に関する比較研 究
日本老年医学会雑誌 印刷中



















23,伊	藤美樹子,瀬 尾奈菜枝,島 田玲子,門 田憲亮,柿
木英佑 下肢静脈瘤発症に分娩経験が与える影響の
検討 静脈学2008年19巻1号,33-40頁
















































































7.	 和 泉 京 子,阿 曽 洋 子 軽 度 要 介 護 認 定 者 の 性 別 一 年
齢 区 分 別 に み た2年 後 の 要 介 護 度 の 推 移 の 状 況 と そ
の 要 因 一 第67回 日 本 公 衆 衛 生 学 会 総 会 抄 録 集 
207,2008
8.	 林 知 里,早 川 和 生,西 原 玲 壬,前 田 知 穂,星 ∠ 甚
美 宙 紀 双 生 児 の 親 密 性 とTwinlanguage日 本 双
生 児 研 究 学 会 第22回 学 術 講 演 会 プ ロ グ ラ ム ・抄 録 集
19頁
9.	 菊 池 宏 幸,早 川 和 生,加 藤 憲 司,蔡 陽_≡E高 齢 双
生 児 の 寿 命 比 較 か ら み 遺 伝 子 影 響 の 存 在 に 関 す る
研 究 日 本 双 生 児 研 究 学 会 第22回 学 術 講 演 会 プ ロ グ
ラ ム ・抄 録 集21頁
io. 嶺 岸 秀 子,荻 原 修 代,小 沢 学,水 漉 美 紀,石 黒 富 志
子,大 石 八 重 子,三 上 洋,有 馬 志 津 子,稲 吉 光 子,
青 木 繁 伸 た ば こ コ ン ト ロ ー ル プ ロ グ ラ ム 受 講 後3
カ 月 に お け る 看 護 師12人 の 取 り組 み 日 本 が ん 看 護
太文字=教 員 z重線三博土堂生 工線三修土堂生 点線 ≡学部生
大阪大学看護学雑誌Vol.15No.1(2009)
学会誌2008年22巻SUppl.180頁
11.峰	村淳子,吉 田久美子,宮 崎歌代子,丸 山美知子 病
院看護師の在宅支援の看護の実態を踏まえた 「在宅
看護論」 看護基礎教育のあ りかた 第39回 日本看
護学会抄録集69頁2008年




13.木	曽奈央子,青 木美恵,荒 木田美香子,石 山珠江
上坂聖美,長 澤孝子,原 田昌子,吉 田広子,大 脇多
美代 第5回 近畿産業看護部会実態調査結果より〔第






15.横	山由香里,山 崎喜比古,井 上洋士,溝 田友里,関
由起子,清 水由香,伊 藤美樹子,戸 ヶ里泰典 薬害
田V感 染長期生存血友病患者における事件発生から
10数 年を経た1998年 から2005年 までの健康 ・心理・
生活面の変化とその要因 保健医療社会学論集
2008年 第19巻 特別号46頁
16.伊	藤美樹子,杉 浦圭子,九 津見雅美1太 村佳代王,
菱且知代,三 上 洋 東大阪市の居宅介護サー ビス
利用者追跡調査 第1報 調査概要 と要介護者予後
第第67回 日本公衆衛生学会総会抄録集55巻10号
514頁2008年
17.杉 浦圭子,九 津見雅美,伊 藤美樹子,太 主讎 壬,
菱坦知代,三 上 洋 東大阪市の居宅介護サービス
利用者追跡調査 第3報 介護負担感の変化 第67
回日本公衆衛生学会総会抄録集55巻10号514頁
2008年
18.横	山由香里,山 崎喜比古,井 上洋士,溝 田友里,九

津見雅美,関 由起子,戸 ケ里泰典,伊 藤美樹子,清

水由香 薬害HIV・HCV重 複感染長期生存患者におけ
るQOLの 変化とその要因 第67回 日本公衆衛生学会
総会抄録集55巻10号587頁2008年
19.山 田綾,伊 藤美樹子,三 上 洋 発達障害児の学校
生活適応 にむ けた親 の主体的な実践 とその意味
日本看護研究学会雑誌31巻3号263頁
















24.	 清水佐知子,大 野ゆう子 移動検知可能なアクティ
ブRFlDの 看護業務モニタ リングへの応用:人 的フロ
ー ・患者安全最適化へ向けて,第47回 日本生体医工
学会大会抄録集,SS9-4,2008
25.	 西原玲壬,早 川和生,門 田憲亮,佐 伯志穂,去 野聟
代,蔡_陽 ≡E成 人一卵性双生児の死因調査 日本
双生児研究学会第22回 学術講演会プログラム 抄録
集,22頁
26.	 西頂匪金壬,早 川和生,門 田憲亮 成人双生児ペァに
おける胃がん死亡の特徴 日本地域看護学会第11回
学術集会講演集106頁,2008年




zs. 高亜里,大 野ゆう子,岡 旦志壓 看護実務経験者 と
未経験者の音声表現の違い～感情別音声分析に基づ
く検 討 ～ 第10回 日本 感性 工学 会大 会抄 録 集 
1162-01,2008
zs.	 圖且志壓,大 野ゆう子,検 見崎兼治,王 媛媛,箇 丑
査奈 動画像による睡眠時の体動検出 第10回 日本
感性工学会大会抄録集 〔CD-ROM〕,2008




31.	 岩佐真也,大 野ゆう子UML手 法を用いたアフリ
カ諸国における受療行動の検討 生体医工学シンポ
ジウム2008抄 録集(CD-ROM〕,2008
32.	岩佐真也,大 野ゆう子,志 岐直美,B査 奈,谷 口
賀一 アフ リカ諸国における受療機関決定要因分
析:現 代医療と伝統医療の選択 第49回 日本熱帯医
学会 ・第23回 日本国際保健医療学会学術大会合同大
会プログラム抄録集179,2008
太文字=教 員 　a..三博土学生 工線三修±堂生 点線三堂部生
:・
大阪大 学看 護学雑誌Vo1.15No.1(2009)




34.浅	見恵利王,早 川和生,新 小田春美,井 上京子,末
原則幸 双生児の睡眠覚醒 リズムの発達 日本双生
児研究学会第22回 学術講演会プログラム 抄録集
18頁









37.神 尾直佳,甲 田伸一,秋 山盟 壬,三 上 洋 乳幼児
健診の受診率に影響する要因に関する検討一妊娠届
出時面接の取 り組み一 第67回 日本公衆衛生学会総
会抄録集55巻10号466頁,2008年







40.a:一'大	 野ゆう子,原 純一,伊 藤ゆり,津 熊秀
明 小児がん患者の治療は集中化したか?一 大阪府
がん登録 による一 日本行動軽量学会第36回 大会 
113-14,2008




42.虫	谷安麦,三 上 洋 高齢者在宅介護に従事するホ
ームヘルパーの仕事意欲測定尺度の作成 日本老年
医学会雑誌2008年45巻 臨時増刊号93頁




44.刷 丑実績,早 川和生,西 原玲壬 成人双生児におけ
る知的機能と聴力の同胞間比較～聴力の低下は知能
老化 に影響するか～ 第67回 日本公衆衛生学会総会 
抄録集55巻10号426頁,2008年
45.	 佐伯志穂,早 川和生,西 原玲壬,蔡_陽 堊,太 野聟
代 高齢双生児における抑うつ症状に関連する生活
習慣 ・環境要因の検討 第67回 日本公衆衛生学会総
会抄録集55巻10号487頁,2008年




47.	 九津見雅美,杉 浦圭子,菱 旦知土堂,去 黴 王,




48.	 去竝 佳斑E,菱ii」1,杉 浦圭子,九 津見雅美,




49.	 蹴,三 上 洋 高齢出産 した母親の育児に関
する研究の動向と課題 第67回 日本公衆衛生学会総
会抄録集55巻10号447頁,2008年














1.	 阿曽洋子,伊 部亜希,矢 野祐美子,細 見明代,石 澤
美保子,」圭山恵,宜 鉦E高 齢患者に対する褥瘡
看護技術の検証 一清拭方法 と皮膚機能との関係 一
大阪難病研究財団研究報告集211-214,2008.8
z.	 和泉京子,阿 曽洋子,山 本美輪 要介護認定 「要支
援」・「要介護1」 認定者への調査報告書一平成19年
度3年 後調査の概要一71頁,2008






4.和	 泉京子,阿 曽洋子,山 本美輪 要介護認定 「要支
援」・「要介護1」 認定者への調査報告書一泉佐野市
における平成19年 度3年 後調査の概要一69頁, 
2008
5.和	 泉京子,阿 曽洋子,山 本美輪 要介護認定 「要支
援」・「要介護1」 認定者への調査報告書一茨木市に
おける平成19年 度3年 後調査の概要一69・ 頁,2008
6,和 泉京子,阿 曽洋子,山 本美輪 要介護認定 「要支
援」・「要介護1」 認定者への調査報告書 一大阪狭山
市における平成19年 度3年 後調査の概要一69頁, 
zoos

7.和	 泉京子,阿 曽洋子,山 本美輪 要介護認定 「要支
援」・「要介護1」 認定者への調査報告書一貝塚市に
おける平成19年 度3年 後調査の概要一69頁,2008
8.和	 泉京子,阿 曽洋子,山 本美輪 要介護認定 「要支
援」・「要介護1」 認定者への調査報告書一河南町に
おける平成19年 度3年 後調査の概要一69頁,2008
9.和	 泉京子,阿 曽洋子,山 本美輪 要介護認定 「要支
援」・「要介護1」 認定者への調査報告書一河内長野
市における平成19年 度3年 後調査の概要一69頁, 
2008 
1α	和泉京子,阿 曽洋子,山 本美輪 要介護認定 「要支
援」・「要介護1」 認定者への調査報告書一泉南市に
おける平成19年 度3年 後調査の概要一69頁,2008
11.和	泉京子,阿 曽洋子,山 本美輪 要介護認定 「要支
援」・「要介護1」 認定者への調査報告書一太子町に
おける平成19年 度3年 後調査の概要一69頁,2008
12.和	泉京子,阿 曽洋子,山 本美輪 要介護認定 「要支
援」・「萋介護1」 認定者への調査報告書一高石市に
おける平成19年 度3年 後調査の概要一69頁,2008
13.和	泉京子,阿 曽洋子,山 本美輪 要介護認定 「要支
援」・「要介護1」 認定者への調査報告書一田尻町に
おける平成19年 度3年 後調査の概要一69頁,2008
14.和	泉京子,阿 曽洋子,山 本美輪 要介護認定 「要支
援」・「要介護1」 認定者への調査報告書一千早赤阪
村における平成19年 度3年 後調査の概要一69頁, 
zoos
15.和	泉京子,阿 曽洋子,山 本美輪 要介護認定 「要支
援」・「要介護1」 認定者への調査報告書一豊中市に
おける平成19年 度3年 後調査の概要一69頁,2008
16.和	泉京子,阿 曽洋子,山 本美輪 要介護認定 「要支
援」認定者への調査報告書一豊能町における平成19
年度3年 後調査の概要一69頁,2008
17.和 泉京子,阿 曽洋子,山 本美輪 要介護認定 「要支
援」・「要介護1」 認定者への調査報告書一羽曳野市
における平成19年 度3年 後調査の概要一69頁, 
zoos

18.和	泉京子,阿 曽洋子,山 本美輪 要介護認定 「要支
援」・「要介護1」 認定者への調査報告書一阪南市に
おける平成19年 度3年 後調査の概要一69頁,2008
19.和	泉京子,阿 曽洋子,山 本美輪 要介護認定 「要支
援」・「要介護1」 認定者への調査報告書 一岬町にお
ける平成19年 度3年 後調査の概要一69頁,2008




1.上 出良一,青 木和恵,阿 曽洋子,河 合俊宏,棚 瀬信
太郎他 日本褥瘡学会で使用する用語の定義 ・解説
日本褥瘡学会誌10(2),162-164,2008 




3.	 早川和生 「第29回 の学術集会開催(大 阪)の 随想」
日本看護研究学会30周 年記念誌84頁2008年
4.	 三上 洋 【臨床に必要な高齢者精神障害の知識】
治療と対応 高齢者の身体看護および介護臨床精神
医学,2008年37巻5号683-688頁
5.	 三上 洋lnformationUp‐to-date気 功と血圧 血
圧2008年15巻2号122-123頁
6.	 三上 洋lnformationUp-to-date夜 間の交通騒音
と高血圧 血圧2008年15巻12号1016-1017頁
7.	 峰村淳子,吉 田久美子,丸 山美知子,宮 崎歌代子
病院看護師 と在宅支援 在宅支援の看護 に関する
"認識゜1行動ケの実態と影響要因を踏まえた看護教育
への提言2008年 看護展望33巻5号530-536頁
8.	 荒木田美香子,歪 田理江 奥山絢子,太 塚敏江,太






1.早111和	生 「保健 医療福祉論 」,「疫学 ・保健統 計」
in「 クエスチ ョン ・バ ンク保健師国家試験問題解説
2009」p314-372,x373-491(株)メデ ィックメデ ィ
ア2008年6月
2.荒	 木田美香子,池 添志乃,石 原昌江,津 島ひ ろ江:
編集,永 井利三郎:医 学監修 初心者のた めの フィ'
ジカル アセ スメン トー 救急保健管理 と保健指導一





3.白 井文恵 地域看護学1～II星 旦二編2009年
出題基準別保健師国家試験問題集 メディカ出版 
zoos
4.白 井文恵 地域看護学1星 旦二編2009年 出題基
準別保健師国家試験予想問題集 メディカ出版 
2008
5.有	 馬志津子 地域看護学m～1V星 旦二編2009年
出題基準別保健師国家試験問題 メディカ出版 
zoos








1.三	 上 洋 糖尿病(190-196頁);前 立腺肥大症
(206-210頁);神 経因性膀胱(218-221頁)山 田
律子、井出訓編 「生活機能から見た老年看護課程
+病 態 ・生活機能関連図」 医学書院2008年
2.三	 上 洋 低血圧 日本老年医学会編 「改訂版 老年
医学テキス ト」427-429頁 メジカル ビュー社
2008年
3.自	 井文恵 感染症とは 肺結核症 法律p6-11,








2.阿	 曽洋子 日本褥瘡学会教育講演 司会:平 成20年
8月29日(金)皮 膚潰瘍面の細菌コン トロール館
正弘(東 北大学医学部形成外科)
N学	 会 一 般 演 題



































































2. 国 内 学 会
1.	 井 上 智 子,坂 本 雅 代,葉 山0脊 髄 損 傷 者 対 す る
医 療 プ ロ グ ラ ム の 推 移 と 生 活 状 況 日 本 医 療 ・病 院
管 理 学 会 誌45$Uppl.1622008年11月,静 岡 市
z.	 和 泉 京 子,阿 曽 洋 子,山 本 美 輪 「軽 度 要 介 護 認 定 」
高 齢 者 の 外 出 頻 度 に 関 連 す る 要 因 第50回 日 本 老
年 社 会 科 学 会 大 会2008年6月,大 阪 府 堺 市
3.	 菊 池 宏 幸,早 川 和 生,加 藤 憲 司,蔡e　 高 齢 双 生
児 の 寿 命 比 較 か ら み た 遺 伝 子 影 響 の 存 在 に 関 す る 研
究 日 本 双 生 児 研 究 学 会 第22回 学 術 講 演 会2008
年1月,吹 田市




5.早	 川和生 多胎児を産み育てる家族への保健サー ビ
スを考える 第67回 日本公衆衛生学会総会2008
年11月,福 岡市




6.林	 知里,早 川和生,西 原玲壬,星 ∠丑 美由紀 双生
児の 「こころ」の発達に関する研究～TwinLanguage
と社会性 の発 達～ 第11回 日本地域看護 学会
2008年7月,那 覇市




8.嶺	 岸秀子,荻 原修代,小 沢学,水 漉美紀,石 黒富志
子,大 石八重子,三 上 洋,0志 淕壬,稲 吉光子,
青木繁伸 たばこコン トロールプログ ラム受講後3
ヶ月における看護師12人 の取 り組み 第22回 日本
がん看護学会2008年2月,愛 知県








11,横	山由香里,山 崎喜比古,井 上洋士,溝 田友里,関
由起子,清 水由香,伊 藤美樹子,戸 ケ里泰典 薬害
HIV感 染長期生存血友病患者における事件発生から
10数 年を経た1998年 から2005年 までの健康・心理・
生活面の変化とその要因 第34回 日本保健医療社
会学会大会(首 都大学東京)2008年5月,東 京都




13.九	津見雅美,山 田綾,伊 藤美樹子,三 上 洋 施設
入所認知症高齢者 にみ られるBPSDへ のケアに関す
る質的分析 第34回 日本看護研究学会学術集会
2008年8月,神 戸市
14.伊	藤美樹子,杉 浦圭子,九 津見雅美,太 拉佳衄,
菱皿知仕,三 上 洋 展示ブース 東大阪市におけ
る居宅介護サービスの利用に関する調査研究 第67
回日本公衆衛生学会総会2008年11月,福 岡市
15.伊 藤美樹子,杉 浦圭子,九 津見雅美,太 撒 壬,




16.杉	浦圭子,九 津見雅美,伊 藤美樹子,去 竝佳衄,

菱且知代,三 上 洋 東大阪市の居宅介護サービス

一90一
利用者追跡調査 第3報 介護負担感の変化 第67
回日本公衆衛生学会総会2008年11月,福 岡市
17.横	山由香里,山 崎喜比古,井 上洋士,溝 田友里,九
津見雅美,関 由起子,戸 ケ里泰典,伊 藤美樹子,清
水由香 薬害HIV・HCV重 複感染長期生存患者におけ
るQOLの 変化とその要因 第67回 日本公衆衛生学会
総会2008年11月,福 岡市
18,熊 谷たまき,関 島香代子,伊 藤美樹子,山 崎喜比古
点頭てんかん児の学校選択 と病状 ・障害 との関連
第67回 日本公衆衛生学会総会2008年11月,福 岡
市
19.関	島香代子,熊 谷たまき,伊 藤美樹子,山 崎喜比古
点頭てんかん児の母親の長期生活状況と介護観 第
67回 日本公衆衛生学会総会2008年11月,福 岡市












23.西	原玲壬,早 川和生,門 田憲亮,佐 値 志穂,大 野智
代,蔡L」 陽≡E成 人一卵性双生児の死因調査 日本
双生児研究学会第22回 学術講演会2008年1月,
吹田市
24西CC,早	 川和生,門 田憲亮 成人双生児ペアに
おける胃がん死亡の特徴 第11回 日本地域看護学
会2008年7月,那 覇市












28,岡 塑,阿 曽洋子,伊 部亜希,徳 重あ2王,彑 山










30."7':L,大	野ゆう子,検 見崎蓋治,王 媛媛,箇 井














34.圖	且志麻,大 野ゆう子,西 村久美,毛 利郁子,谷 池
雅子 小児におけるビデオグラフィを用いた睡眠時
体動解析の試み 第38回 日本 臨床神経生理学会
2008年11月,神 戸市
35.浅	見恵型L壬,早 川和生,新 小田春美,井 上京子,末
原則幸 双生児の睡眠覚醒 リズムの発達 日本双生
児研究学会第22回 学術講演会2008年1月,吹 田
市
36.秋	山壁,沼 田久美子,三 上 洋 死別後の精神的
健康に影響する因子としての後悔の検討一在宅死亡
率80%の 在宅医療専門機関を対象 とする調査よ り
(第 三報)一 第50回 日本老年医学会学術集会
平成20年6月19日,千 葉市








39.衄,三	 上 洋 がん患者の在宅終末期医療の
特徴 と死別後の介護者の精神的健康への影響 第67 
回日本公衆衛生学会総会2008年11月,福 岡市
40.	 神尾直佳,甲 田伸一,秋 山旦径,三 上 洋 乳幼児
健診の受診率に影響する要因に関する検討一妊娠届
出時面接の取 り組み一 第67回 日本公衆衛生学会
総会2008年11月,福 岡市
41.	 O,荒 木田美香子,有 馬志津子 高校生の将
来の喫煙意思に関連する要因の検討 第55回 日本
学校保健学会2008年11月,愛 知県
42.	 　 _」由紀,早 川和生 学童期知的障害児の肥満
指導に関する研究 日本看護科学学会2008年12
月,福 岡市




44.	 e:査 奈,大 野ゆう子,原 純一,伊 藤ゆり,津 熊秀
明 、小児がん患者の治療は集中化 したか?一 大阪府
がん登録による一 日本行動計量学会第36回 大会
2008年9月,東 京












48.	 検見崎兼治 睡眠時における体動検出の 自動化を目
指 した差分処理手法の検討itヘ ルスケア学会
2008年5月,東 京都千代田区
49.	 持丸祐子,大 野ゆう子 がん拠点病院が備えるべき
集学的治療環境指標の研究ITヘ ルスケア学会
2008年5月,東 京都千代田区
50.	 志岐直美,大 野ゆう子 がん医療均てん化指標とし
てのがん患者受療動態と地域別生存率に関する研究
lTヘルスケア学会2008年5月,東 京都千代田区
51.	 古島大資,大 野ゆう子 麻疹のoutbreakに おける施
策の評価 ・検討 日本衛生学会2008年3月,熊 本
県熊本市
52.	睡 績,早 川和生,西 原玲呈 成人双生児におけ
る知的機能と聴力の同胞間比較～聴力の低下は知能
老化 に影響するか～ 第67回 日本公衆衛生学会
太文字=教 貫2」 綢 菫±学生工線三修土堂生 点線三学部生
一91一
大 阪大学 看護学雑 誌Vol.15No.1(2009)
総会2008年11月,福 岡市
53.佐	伯志穂,早 川和生,西 原玲王,蔡 畫E,太 野智
代 高齢双生児における抑うつ症状に関連する生活
習慣 ・環境要因の検討 第67回 日本公衆衛生学会
総会2008年11月,福 岡市




55.九	津見雅美,杉 浦圭子,太 盥,菱 且知代,




56.菱	田知代,太 撒 王,杉 浦圭子,九 津見雅美,




57.太	盥,菱 咄,杉 浦圭子,九 津見雅美,




58.鯉	 支,三 上 洋 高齢出産 した母親の育児に関
する研究の動向と課題 第67回 日本公衆衛生学会
総会2008年11月,福 岡市
59.太	艦 壬,九 津見雅美,伊 藤美樹子,山 崎喜比古,
井上洋士,溝 田友里 、薬害HIV感 染被害者家族の支
援ニーズの検討～母親の思いから～ 第22回 日本
エイズ学会学術集会2008年11月,大 阪市
60.九	津見雅美,太 村佳代圭,伊 藤美樹子,山 崎喜比古,
井上洋士,溝 田友里,大 平勝美,小 山昇孝,後 藤智
己,森 戸克則 薬害HIV感 染被害患者とその妻への
告知の状 況 第22回 日本エイズ学会 学術集会
2008年11月,大 阪市








分析を用いた検討 一 第28回 日本看護科学学会
2008年12月,福 岡市













2.有 馬志津子 特定健康診査 ・特定保健指導実施者研
修プログラム 特定健診 ・保健指導事業の企画、立
案 ・評価 大阪府看護協会2008年11月
3.西	 原玲呈 地域包括支援センターの業務評価 平成













阪 ・朝の生ワイ ド番組 むさし・ふみこの朝はミラ
クル2008年2月29日
2.早	 川和生TwinScience,科 学カフェ:双 生児研究
最前線、韓国KBSテ レビ9月20日 、27日(2回 連
続シリーズ)
3.早	 川和生 スーパーニュース:双 子研究が人類の未




1.早	 川和生 老け方 ・双子の遺伝子で謎解き 朝日新
聞(朝 刊)2008年2月6日
2.早	 川和生 生活習慣で双子変わる 毎日新聞(朝 刊)、
2008年2月6日
3.早	 川和生 高齢の双子 ・遺伝子比較 日本経済新聞
(夕刊)2008年2月6日
4.早	 川和生 お年寄 り双子で老化個人差調査 読売新
聞(朝 刊)2008年2月6日




6.早	 川和生 快活 ・アンチエイジング 双子の老化研
究 遺伝より環境か フジサンケイアイ(朝 刊)
2008年6月5日
7.三	 上 洋 敬老の 日に寄せて 「老年医学の専門家育
成を」 朝 日新聞(夕 刊)、2008年9月13日
wi主	催学会
1.学	会




太文字=教員D三 壇土堂生 工盤 生 点線着学部生
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1.平	 成20年 度日本褥瘡学会大浦賞受賞論文 宮嶋正























2.大	 野ゆう子(代 表),清 水佐知子,.石井豊恵 医療サ
プライチェーンとしての大学附属病院の運営評価方
法:業 務量調輩を基盤と して 科学研究費補助金
基盤研究B2007年 一2008年












6.嶺 岸秀子(代 表),稲 吉光子,久 保五月,平 田香織,
三上 洋,有 馬志津子 変化ステージ理論に基づく
禁煙支援の看護教育 ・実践に導入するモデル作成
文部科学省研究費補助金(基 盤研究C)2008年




8.伊 藤美樹子(分 担研究者)文 部科学省研究費補助金 ・
「病気 ・障害 ・ス トレスへの積極的対処と人生再構
築に焦点化した健康社会学的研究」代表:山 崎喜比











1.褥	 瘡発生に関わる実証的研究 阿曽洋子(研 究 リー
ダー),羽 賀知行,伊 部亜希,宮 嶋正子,石 澤美保子,





2.阿	 曽洋子 株式会社ヤクル ト本社 アソー ト株式会
社


















1.阿 曽洋子 日本看護研究学会近畿 ・北陸地方会会長
2.理	事 ・幹事

























s.丸 山美知子 日本地域看護学会 査読委員
7.そ	の他
1.丸 山美知子 大阪府介護保険審査会 委員
2.丸	 山美知子 千葉大学看護学部附属看護実践研究指
導センター 運営協議会委員









1.鈴	 木ひとみ,江 藤由美,大 石ふみ子 診断から手術
までの術前プロセスにおける乳がん患者の心理的変
化 三重看護学誌 第10巻47-57,2008.
2.種 田やかり,大 西和子,大 石ふみ子 我が国の乳が
ん看護に関する研究の現状 三重看護学誌 第10巻 
65-70,2008.
2.会議録
1.上	 野幸子,藤 井夕香,地 崎真寿美,山 口葉子,大 石
ふみ子 白血病で長期の療養生活を送る妻を支える
夫の体験 日本がん看護学会誌22巻 特別号163項
2.鈴 木ひとみ,大 石ふみ子,江 藤由美 乳房切除患者
の手術直前の不安状態と看護支援についての検討
日本がん看護学会誌22巻 特別号171項
3.武	 田紀子,大 西和子,大 石ふみ子 がん患者 におけ
るがん性疼痛とQOLの 関係 日本がん看護学会誌
22巻 特別号212項
4.三	 浦浅子,大 石ふみ子,大 西和子 一般病棟 におけ
る膵がん患者の死に至る体験の分析 日本がん看護
学会誌22巻 特別号228項 
5.	 田丸葉子,大 石ふみ子 寛解状態にある成人急性期
白血病患者が遭遇する困難 第28回 日本看護科学学
会学術集会講演集2008年12月258頁








8.	 葉山有香,井 上智子,根 来佐由美,中 塘二三生 高
齢者の健康の維持 ・増進に寄与する予防的皮膚保湿
ケア 財団法人フランスベッ ド・メディカルホーム
ケア研究 ・助成財団 第18回(平 成19年 度)碚 究助
成 ・事業助成報告書,778-802,2008




10.	葉山有香,根 来佐由美,井 上智子 高齢者の健康の
維持 ・増進に寄与する予防的皮膚保湿ケア(第 二報)








12.井 上智子,坂 本雅代,葉 山有香 脊髄損傷者に対す
る医療プログラムの推移と生活状況 第46回 日本医
療 ・病院管理学会学術総会2008年11月162頁

















































4.	 上野幸子,藤 井夕香,地 崎真寿美,山 口葉子,大 石
ふみ子 白血病で長期の療養生活を送る妻を支える
夫の体験,日 本がん看護学会,2008年2月,愛 知
5.	 鈴木ひとみ,大 石ふみ子,江 藤由美 乳房切除患者
の手術直前の不安状態と看護支援についての検討
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学会2008年2月,愛 知








10.	 根来佐由美,葉 山有香,井 上智子 地域高齢者の皮
膚乾燥予防ケアに関連する情報入手状況の実態 日
本公衆衛生学会2008年11月,福 岡
11.	 葉山有香,根 来佐由美,井 上智子 呼吸介助 とシル
ベスター法が高齢者の循環と換気に及ぼす効果の検
証 第28回 日本看護科学学会2008年12月,福 岡
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科学省がんプロフェッショナル養成プラン
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